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鉄骨技術者資格の受験資格の改定のお知らせ 
一般社団法人 鉄骨技術者教育センター 

 
 当センターが認定する鉄骨製作管理技術者および建築鉄骨検査技術者の受験資格を、2022 年 4 月 1 日

付けで改定し、2022 年度実施の試験から適用します。改定の概要は次のとおりです。 
 
１．鉄骨製作管理技術者 

（１）必要実務経験年数を満足する前に受験が可能 

☆ 従来は必要実務経験年数を受験申請時に満足している必要がありましたが、今後はこれを満足

していなくても受験が可能となります。 
☆ 必要実務経験年数を満足せずに受験して合格した場合は、これを満足するまで登録申請はでき

ません。また、登録申請は合格から 4 年以内に行わなければなりません。 
☆ 合格から 4 年以内に学歴に応じた必要実務経験年数を満足できる見込みがあれば、在学中に受

験することも可能です。 
☆ 登録日は、必要実務経験年数を満足して受験した場合は合格した次の年度の 4 月 1 日ですが、

必要実務経験年数を満足せずに受験した場合は、登録申請後の 10 月 1 日または 4 月 1 日となり

ます。登録の有効期間は、登録日の 4 年後の年度の 3 月 31 日までです。（登録日が 4 月 1 日の場

合は 5 年間となります。） 
（２）必要実務経験年数の短縮（1級） 

☆ 「短大、高専」以下の区分を 1 年、「上記以外」の区分を 2 年短縮します。 
（３）実務経験が不要となる保有資格の追加（2級） 

☆ 従来の二級建築士以上、WES2 級以上に加え、技術士（建設部門）、建築鉄骨製品検査技術者ま

たは建築鉄骨超音波検査技術者の資格を保有していれば、受験と登録申請に際して実務経験は不

要となります。 
 
２．建築鉄骨製品検査技術者 

（１）必要実務経験年数を満足する前に受験が可能 

☆ 従来は必要実務経験年数を受験申請時に満足している必要がありましたが、今後はこれを満足

していなくても受験が可能となります。 
☆ 必要実務経験年数を満足せずに受験して実技試験に合格した場合は、これを満足するまで登録

申請はできません。また、登録申請は合格から 2 年以内に行わなければなりません。 
☆ 合格から 2 年以内に学歴に応じた必要実務経験年数を満足できる見込みがあれば、在学中に受

験することも可能です。 
☆ 登録日は、必要実務経験年数を満足して受験した場合は合格した次の年度の 4 月 1 日ですが、

必要実務経験年数を満足せずに受験した場合は、登録申請後の 10 月 1 日または 4 月 1 日となり

ます。登録の有効期間は、登録日の 4 年後の年度の 3 月 31 日までです。（登録日が 4 月 1 日の場

合は 5 年間となります。） 
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（２）必要実務経験年数の短縮 

☆ 従来は一律 5 年以上の実務経験が必要でしたが、これを学歴に応じて最短で 1 年以上、最長で

5 年以上に短縮します。 
☆ 新しい必要実務経験年数の規定は、鉄骨製作管理技術者 2 級と同じとなります。 

（３）実務経験が不要となる保有資格の追加 
☆ 従来の鉄骨製作管理技術者 2 級以上、WES2 級以上に加え、一級建築士、二級建築士、技術士

（建設部門）または建築鉄骨超音波検査技術者の資格を保有していれば、受験と登録申請に際し

て実務経験は不要となります。 
 
３．建築鉄骨超音波検査技術者 
（１）必要実務経験年数を満足する前に受験が可能 

☆ 従来は必要実務経験年数を受験申請時に満足している必要がありましたが、今後はこれを満足

していなくても受験が可能となります。 
☆ 必要実務経験年数を満足せずに受験して実技試験に合格した場合は、これを満足するまで登録

申請はできません。また、登録申請は合格から 2 年以内に行わなければなりません。 
☆ 登録日は、必要実務経験年数を満足して受験した場合は合格した次の年度の 4 月 1 日ですが、

必要実務経験年数を満足せずに受験した場合は、登録申請後の 10 月 1 日または 4 月 1 日となり

ます。登録の有効期間は、登録日の 4 年後の年度の 3 月 31 日までです。（登録日が 4 月 1 日の場

合は 5 年間となります。） 
（２）非破壊試験技術者（UT）の合格通知があれば受験可能 

☆ 従来は日本非破壊検査協会の非破壊試験技術者（UT）の資格を有していることが受験条件でし

たが、今後はその試験の合格通知があれば受験が可能となります。 
☆ ただし、登録申請時には非破壊試験技術者（UT）の資格証明書の写しを提出する必要がありま

す。 
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(1) 鉄骨製作管理技術者の受験資格の改定内容 下線：変更箇所

【受験資格】 【受験資格】

指定学科
※2 指定学科

以外 指定学科
※3 指定学科

以外

大学 1年以上 3年以上 大学院、大学、高専の専攻科 1年以上 3年以上
短大、高専 3年以上 5年以上 短大、高専 2年以上 4年以上
専修学校の専門課程
（修業年限2年以上） 3年以上 ― 専修学校の専門課程

（修業年限2年以上） 2年以上 ―

高校 5年以上 7年以上 高校 4年以上 6年以上
鉄骨製作管理技術者2級 鉄骨製作管理技術者2級
上記以外

上記以外

指定学科
※2 指定学科

以外 指定学科
※3 指定学科

以外

大学 1年以上 2年以上 大学院、大学、高専の専攻科 1年以上 2年以上
短大、高専 1年以上 2年以上 短大、高専 1年以上 2年以上
専修学校の専門課程
（修業年限2年以上） 1年以上 ― 専修学校の専門課程

（修業年限2年以上） 1年以上 ―

高校 2年以上 3年以上 高校 2年以上 3年以上
上記以外

上記以外

【登録】 【登録】

【資格の有効期間】 【資格の有効期間】

受験資格の改定内容対照表

8年以上

試験の合格者は、合格した年度の所定の期間に登録申請を行
うことにより、翌年度の4月1日付けで登録される。
ただし、必要実務経験年数を満足する前に受験して合格した

者は、これを満足した後、合格後4年以内の所定の期間に登録
申請を行うことにより、10月1日付けまたは4月1日付けで登録
される。

試験の合格者は、合格した年度の所定の期間に
登録申請を行うことにより、翌年度の4月1日付け
で登録される。

学歴又は資格

※1：必要な実務経験とは以下のものをいう。
①鋼構造を製作する企業、事業所等における　建築鉄
骨の設計、工程管理、品質管理、　施工管理

②建設会社、設計事務所等での鉄骨建築物の　設計、
工事監理、施工管理

③官公庁における建築行政、営繕

④大学、研究所等における建築に関する研究、教育等

※2：指定学科とは以下のものをいう。

鉄骨製作管理技術者2級

学歴又は資格
実務経験年数

※1

5年以上

①建設系　②金属材料系　③機械系　④電気系
⑤その他、当センターが認めるもの

①一級建築士または二級建築士
②技術士（建設部門）
③建築鉄骨製品検査技術者
④建築鉄骨超音波検査技術者
⑤溶接管理技術者認証基準
（WES8103）2級以上

不要

次の資格を有する者は、上記に関係なく受験可。
①二級建築士以上
②溶接管理技術者認証基準（WES8103）2級以上

※1：実務経験年数は、学歴については卒業または修了後に、資格に
ついては資格取得後に※2に示す実務に従事した期間の合計とする。

5年以上

登録の日から5年間とする。 　登録日の4年後の年度の3月31日までとする。

現 新

①建設系　②金属材料系　③機械系　④電気系
⑤その他、当センターが認めるもの

1) 受験申請時に下表に示す学歴または資格に該当する実務経
験年数を有する者。
2) 受験申請時には1)を満足しないが、合格後4年以内にこれを
満足することができる者。

※2：実務とは以下のものをいう。
①鋼構造を製作または検査する企業等における建築鉄骨の設計、工

程管理、品質管理、検査、施工管理
②建設会社、設計事務所等での鉄骨建築物の設計、検査、工事監

理、施工管理
③官公庁における建築行政、営繕

④大学、研究所等における建築に関する研究、教育等

※3：指定学科とは以下のものをいう。

鉄骨製作管理技術者2級

学歴または資格
実務経験年数

※1※2

10年以上
次の資格を有する者は、上記に関係なく受験可。
①一級建築士　②技術士（建設部門）
③溶接管理技術者認証基準（WES8103）1級以上

①一級建築士
②技術士（建設部門）
③溶接管理技術者認証基準
（WES8103）1級以上

不要

受験資格は次の通りとする。

鉄骨製作管理技術者1級
実務経験年数

※1

3年以上

鉄骨製作管理技術者1級

学歴または資格
実務経験年数

※1※2

2年以上
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(2) 建築鉄骨製品検査技術者の受験資格の改定内容 下線：変更箇所

【学科試験の受験資格】

指定学科
※3 指定学科

以外

大学院、大学、高専の専攻科 1年以上 2年以上
短大、高専 1年以上 2年以上
専修学校の専門課程
（修業年限2年以上） 1年以上 ―

高校 2年以上 3年以上

上記以外

【実技試験の受験資格】

【登録】 【登録】

【資格の有効期間】 【資格の有効期間】

実務経験年数
※1※2

【学科試験の受験資格】

【実技試験の受験資格】

試験の合格者は、合格した年度の所定の期間
に登録申請を行うことにより、翌年度の4月1日
付けで登録される。

試験の合格者は、実技試験に合格した年度の所定の期間に登録
申請を行うことにより、翌年度の4月1日付けで登録される。
ただし、必要実務経験年数を満足する前に受験して実技試験に

合格した者は、これを満足した後、合格後2年以内の所定の期間
に登録申請を行うことにより、10月1日付けまたは4月1日付けで
登録される。

　学科試験に合格後3年以内の者。 　学科試験に合格後3年以内の者。

③官公庁における建築行政、営繕

④大学、研究所等における建築に関する研究、教育等

　登録の日から5年間とする。 　登録日の4年後の年度の3月31日までとする。

現 新

1) 受験申請時に下表に示す学歴または資格に該当する実務経験
年数を有する者。
2) 受験申請時には1)を満足しないが、合格後2年以内にこれを満
足することができる者。

※3：指定学科とは以下のものをいう。
①建設系　②金属材料系　③機械系　④電気系

⑤その他、当センターが認めるもの

①一級建築士または二級建築士
②技術士（建設部門）
③鉄骨製作管理技術者2級以上
④建築鉄骨超音波検査技術者
⑤溶接管理技術者認証基準
（WES8103）2級以上

不要

5年以上
※1：実務経験年数は、卒業または修了後に※2に示す実務に従事した
期間の合計とする。

　次のいずれか1つを有する者とする。
①鉄骨に関する業務に5年以上従事した経験を有
する者
②鉄骨製作管理技術者1級または2級の資格を有
する者
③JIS Z 3410(ISO14731)/WES8103に基づき、
一般社団法人日本溶接協会が行う溶接管理技術
者の特別級又は1級又は2級の資格を有する者

②建設会社、設計事務所等での鉄骨建築物の設計、検査、工事監理、
施工管理

※2：実務とは以下のものをいう。
①鋼構造を製作または検査する企業等における建築鉄骨の設計、工程
管理、品質管理、検査、施工管理

学歴または資格
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(3) 建築鉄骨超音波検査技術者の受験条件の改定内容 下線：変更箇所

【学科試験の受験資格】

【実技試験の受験資格】

【登録】 【登録】

【資格の有効期間】 【資格の有効期間】

　登録の日から5年間とする。 　登録日の4年後の年度の3月31日までとする。

【学科試験の受験資格】

【実技試験の受験資格】

試験の合格者は、合格した年度の所定の期間
に登録申請を行うことにより、翌年度の4月1日
付けで登録される。

試験の合格者は、実技試験に合格した年度の所定の期間に登録
申請を行うことにより、翌年度の4月1日付けで登録される。
ただし、必要実務経験年数を満足する前に受験して実技試験に

合格した者は、これを満足した後、合格後2年以内の所定の期間
に登録申請を行うことにより、10月1日付けまたは4月1日付けで
登録される。
なお、登録申請時には、UTレベル3、レベル2、レベル1のい

ずれかの資格証明書を写しを提出しなければならない。

現 新

JIS Z 2305「非破壊試験―技術者の資格及び
認証」に基づき、一般社団法人日本非破壊検査
協会が行うUTレベル3、レベル2、レベル1のい
ずれかの資格を有し、かつ鉄骨溶接部の超音波
検査に1年以上従事した経験を有する者

1)受験申請時にJIS Z 2305：2103「非破壊試験技術者の資格及び
認証」に基づき日本非破壊検査協会が実施するUTレベル3、レベ
ル2、レベル1のいずれかの試験の合格証または資格証明書を有
し、かつ鉄骨溶接部の超音波検査についての1年以上の実務経験
を有する者。

2)受験申請時にJIS Z 2305：2103「非破壊試験技術者の資格及
び認証」に基づき日本非破壊検査協会が実施するUTレベル3、レ
ベル2、レベル1のいずれかの試験の合格証または資格証明書を
有し、かつ実技試験合格後2年以内に鉄骨溶接部の超音波検査に
ついての1年以上の実務経験を有することができる者。

　学科試験に合格後3年以内の者。 　学科試験に合格後3年以内の者。
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（１）鉄骨製作管理技術者の資格取得フロー

【申請ルートA】 実務経験年数を満足してから受験申請を行う場合

実務経験年数を満足

6月 受験申請

受験資格の審査

10月 試験

11月 合否通知
＊合格者には登録申請用紙も送付

12月 登録申請

3月 登録証の発行
＊登録日：4月1日

【申請ルートB】 実務経験年数を満足する前に受験申請を行う場合

6月 受験申請

受験資格の確認

10月 試験

11月 合否通知
＊合格者には登録申請用紙も送付

実務経験年数を満足

合格から
4年以内

登録申請

登録資格の審査

9月、3月 登録証の発行

資格取得フロー

＊受験申請書と以下の書類を提出
　・実務経歴証明書
　・卒業証明書または資格者証の写し

＊実務経験年数は、卒業後に実務に従事した期間の合計

＊登録申請書を提出

＊学歴または資格と実務経験年数を審査

＊受験申請書を提出

＊実務経験年数を満足する予定を確認

＊登録申請書と以下の書類を提出
　・合否通知書
　・実務経歴証明書
　・卒業証明書または資格者証の写し

＊学歴または資格と実務経験年数を審査

・登録日： 4月1日または10月1日
　（登録申請時期による）

＊実務経験年数は、卒業後に実務に従事した期間の合計
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（２）建築鉄骨＜製品・超音波＞検査技術者の資格取得フロー

【申請ルートA】 実務経験年数を満足してから受験申請を行う場合

実務経験年数を満足

5月 受験申請

受験資格の審査

7月 学科試験

7月 合否通知

9月～12月 実技試験

2月 合否通知 ＊合格者には登録申請用紙も送付

2月 登録申請

3月 登録証の発行 ＊登録日：4月1日

【申請ルートB】 実務経験年数を満足する前に受験申請を行う場合

5月 受験申請

受験資格の確認

7月 学科試験

7月 合否通知

9月～12月 実技試験

2月 合否通知 ＊合格者には登録申請用紙も送付

実務経験年数を満足

合格から
2年以内

登録申請

登録資格の審査

9月、3月 登録証の発行

＊学歴または資格と実務経験年数を審査

・登録日： 4月1日または10月1日
　（登録申請時期による）

＊学科試験の合格者が受験
（ただし学科試験合格後3年以内）

＊学科試験の合格者が受験
（ただし学科試験合格後3年以内）

＊登録申請書と以下の書類を提出
　・＜超音波＞NDIの資格証明書の写し

＊受験申請書と以下の書類を提出
　・＜超音波＞NDIの合格通知または資格証明書の写し

＊実務経験年数を満足する予定を確認

＊実務経験年数は、卒業後に実務に従事した期間の合計

＊登録申請書と以下の書類を提出
　・実務経歴証明書
　・＜製品＞卒業証明書または資格者証の写し
　・＜超音波＞NDIの資格証明書の写し

＊実務経験年数は、卒業後に実務に従事した期間の合計

＊受験申請書と以下の書類を提出
　・実務経歴証明書
　・＜製品＞卒業証明書または資格者証の写し
　・＜超音波＞NDIの合格通知または資格証明書の写し

＊学歴または資格と実務経験年数を審査
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資格取得スケジュールの例

（1）鉄骨製作管理技術者 ：実務経験 受：受験、　合：合格、　申：登録申請、　★：登録

：関連資格取得のための実務経験 ：合格から登録申請までの期間（4年以内）

級 学歴 関連資格 実務経験
申請
ルート

A
受合申 ★

B
受合 申 ★

B
受合 申 ★

A
受合申 ★

B
受合 申 ★

B
受合 申 ★

A
受合申 ★

B
受合 申 ★

A
受合申 ★

B
受合  申 ★

鉄骨製作管理
技術者2級

2年以上 B
(2級) 受合 申 ☆ 受合  申 ★

A
受合申 ★

B
受合 申 ★

B
受合 申 ★

A
受合申 ★

B
受合 申 ★

B
受合 申 ★

建築鉄骨超音波
検査技術者

不要 A
(超) 学 実合申 ☆ 受合申 ★

3年以上

8年目

大学の
指定学科

7年目
入社
1年目

2年目 3年目 4年目 5年目 6年目
学校

最終学年

1年以上

申請ルートA　： 実務経験年数を満足してから受験申請を行う場合
申請ルートB　： 実務経験年数を満足する前に受験申請を行う場合

1級

高校の
指定学科
（工業高校）

2級

高校の
指定学科
（工業高校）

短大・高専・
専修学校の
指定学科

高校の
指定学科以外
（普通高校）

高校の
指定学科以外
（普通高校）

2年以上

4年以上

6年以上

2年以上
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（2）建築鉄骨製品検査技術者 ：実務経験 学：学科受験、　実：実技受験、　合：実技合格、　申：登録申請、　★：登録

：関連資格取得のための実務経験 ：合格から登録申請までの期間（2年以内）

学歴 関連資格 実務経験
申請
ルート

A
　学 実合申 ★

B
学 実　合 申 ★

B
学 実　合 申 ★

A
　学 実合申 ★

B
学 実　合 申 ★

B
学 実　合 申 ★

鉄骨製作管理
技術者2級

不要 A
(2級)受 合 申 ☆学 実合申 ★

A
　学 実合申 ★

B
学 実　合 申 ★

建築鉄骨超音波
検査技術者

不要 A
(超) 学 実合申 ☆ 学 実合申 ★

（3）建築鉄骨超音波検査技術者 ：実務経験 学：学科受験、　実：実技受験、　合：実技合格、　申：登録申請、　★：登録

：NDI UT取得のための実務経験 ：合格から登録申請までの期間（2年以内）

学歴 関連資格 実務経験
申請
ルート

NDI受　合 申 ☆

学 実合申 ★

NDI 受　合 申 ☆

学 実合申 ★

NDI 受　合 申 ☆

学 　　実合 申 ★

1年以上

高校の
指定学科以外
（普通高校）

3年以上

高校の
指定学科
（工業高校）

2年以上

入社
1年目

2年目 3年目 4年目 5年目

短大・高専・
専修学校
（指定学科）

非破壊試験技術者
(NDI)
UTレベル１

学校
最終学年

A

5年目

非破壊試験技術者
(NDI)
UTレベル２

1年以上

B

A

学校
最終学年

入社
1年目

2年目 3年目 4年目
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